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日立汚砂･スクリーンかす総合処丘里システム

近年,▲‾F水道の整備が進むにつれ,

沈砂池から排出される汚砂及びスクリ

〉ンかすの量は,年々増加の一途をた

どっている｡

従来のチ里立投棄による処分は,用地

確保の面で問題があり,環境保全の上

からも良い方法とは言えない｡このた

め,各地の下水処玉里場ではこれらの取

扱いや焼却などの処分を容易にするた

め洗浄,脱水処理を施し∴盲浄化と減容

化を行なう設備計画が実施されている｡

本システムは,従来個々に処三曙され

ていた汚砂及びスクリーンかすを,そ

れぞれの性二状,処理目的に応じて総(ナ

的かつ効率的に処≡哩する沈砂池設備の

機能向上を岡るシステムである｡

1.主な特長

(1)f/j砂･スクリーンかす洗浄ライン

を有機的に結合し,汚砂洗浄ラインで

洗浄分離したごみ分を,スクリーンか

すとナナわせて処理するので,効率の良

い総合処理ができる｡

(2)処理後の砂やスクリーンかすは,

きれいで取扱いが

容易になる｡また,

砂の再利用ができ

るほか,スクリー

ンかすの焼却効率

が極めて良くなる

ため,省エネルギ

ー効果が大きい｡

(3)システムの中

心機柿は,汚砂や

スクリーンかすの

惟寸犬,処理レベル

に応じて選択でき

るよう各柿の装置

を用意している｡

2.システム構成

及びフロー

代表的なシステ

ム例を図lに,シ

ステムフローを図

2に示す｡
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図2 汚砂･スクリーンかす総合処理システムフロー

EPR-71N形電子式投入形水位伝送器

EPR-71N形電了一式投入形水位伝送

器を,水処理計装システムの水位検出

端として開発した(図1)｡この水位伝

送器は,拡散形半導体センサの使用に

より,長期安定性,再現竹三が特に憤れ

ており,上･下水道に限らず河川,ダ

ム,井戸,農業用水など腐食件の少な

い流体の液位i則完にJょく適川できる｡

1.主な特長

(1)水中に投入するだけで水位の測定

が簡単にできる｡
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図I EPR-71N形電子式投入形水位イ云送器

(2)感圧素子として拡散形半導体スト

レインゲージを使用しており,長期安

定性,再現性が特に優れている｡

(3)大気圧変動による誤差が発生しな

いように,保護管を過して大気を本体

に導入している｡

(4)取付工事,保ミ1:,′〔与二検が極めて簡

単である｡

(5)受圧素-rとしてダイアフラムを使

表l 主なイ士様

用しているため,異物の付着によって

生ずる誤差が少なく,またi再如も簡単

にできる｡

(6)雷サージ及びトランシ【バなどの

高周波ノイズに強い構成となっている｡

2.主な仕様

主な仕様を表lに示す｡

(日立製作所i汁測岩謹乍紫郎)

項目
機種 巨PR-71N-4W-=】0 EPR-71N-4W-24 EPR-7-N-2W-24

〉則 定 範 囲 0-2.5m七0-50m

精 度 ±0.5%フルスケール(含むヒステリシス)

出 力 信 号 DC 4～20mA

電 三原
AC100/l10V±10% DC24V±10% DC24V士10%

50/60Hz 4線式 4線式 2綬式

負 荷 抵 抗 0～500rユ 0～500n 0--600r之

周囲温度孝吉囲 -10～＋600c

手妾;夜温度草巨圃 0へ＋60Dc

材 質

シールダイアフラム:SUS316L

接 さ夜 部:SUS304

ケーブル保護パイプ:ポリウレタン被覆ナイロンパイプ

中 継 箱:アルミニウム合金

く さ り:SUS304

75



618 日立評論 VOL.62 No.8(1980-8)

日立HBL形下水ポンプ

日立HIiL形下水ポンプは,日本下水

道事業団設計基準に適合した下水処理

場用汚泥移送ボン78で･ある｡

本ポンプは,返送汚泥ポンプq,余剰

汚泥引抜ポンプ及び沈殿池排水ポンプ

と用途は広い(図1)｡

卜 主な特長

(1)メンテナンスが容易

吸込み,吐出し配管を外すことなく

分解点検ができるB.P.0(バックプル

アウト)構造である｡主軸はステンレ

ス鋼なので,さび付きが少なく,分解

がスムーズにできる｡

(2)汚物の通過性が優秀

7充水路の広し､オープン形2根羽根羽

根車と円形ケーシングの組み合わせな

ので,汚物の通過性に優れている｡

(3)高効率

消費電力が少なく経済的である｡

2.主な適用基準と適用範囲

主な適用某準を表1に,適用範囲を

表2に示す｡(日立製作所 商一盲了一事業部)

表l 適用基準

項 目 仕 様

取扱液

含水率94～99.5%の汚温

PH5_8～9

温度0～40dc

吸込条件 0.3～10m範囲内の押込う軍転

駆動方式 プーリ馬区動又は直結琶区動

軸封方式
グランドパッキン.又は二つ

割メカニカルシール

･主要部材質

ケーシング FC20

羽根車

主軸

高クローム鋳鉄(クローム含

有量20%以上)

SUS403

共通ベッド SS4l

ライナ(q及込 高クローム鋳鉄(クローム含

カバー相当品) 有量20%以上)

スリーフd グランドパッキン方式はSUS

420+,メカニカルシール方式

はSUS304

ハンドホール
胴体(ケ”シング)及び吸込側

(吸込カバー)に設けてある｡

フランジ規格 水道規格

標準モートル
全閉外扇形,200V,50/60Hz

4極,6極,8極

軸封部の給水 ;青水によるグランド部への給

水が必要

区Il 日立HB+形下水ポンプ

表2 適用範囲

項 目 仕 様

吐出し量 0.Z～17m3/min

全1易 程 3～35m
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■特集:沸騰水型原子炉

沸騰水型原子炉の最近の動向と日立の役割

沸騰水型原子力発電所の信根性向上村策

原子力70ラントの確率論的安全解析支援用プログラムの開発

原子力70ラント用高信栢化制御装置の開発

沸騰水型原子炉改良炉心の現状

原子力発電所中央監視制御システムー`NUCAMM一帥”の開発

原子力発電所定期検査用自動化機器の開発

燃料ならし運転法"PCIOMR''の改良

原子力発電所用機器診断装置の開発

沸騰水型原子力発電所の日間負荷変化運転法の研究

原子炉冷却水の放射能低減

放射性核種自動分析装置の開発

濃縮廃液減容処理設備の開発

我が国最初の改良型撮子炉格納容器の開発

原子力機器,設備における溶接の自動化

原子力発電プラントの新しい設計システム

原子炉圧力容器及び炉内構造物の改良
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